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1芝ちだび

勢

大
洗
町
畏
に
と
っ
て
ま
い
障
の
宿
願
で
あ

り
、
待
望
久
し
か
つ
ど
重
要
港
湾
μ
大
洗
潜
H

も
、
昭
和
初
年
建
設
に
麓
手
し
て
以
来
、
調
の

予
算
も
頼
謂
に
つ
き
¥
工
事
も
蓮
実
に
進
揚

し
¥
約
芭
半
世
紀
に
わ
吃
る
年
月
を
経
て
、
来

年
3
月
ハ
予
定
)
に
は
愈
々
開
港
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
だ
。

こ
の
港
は
¥
力
フ
ェ
リ
の
墓
地
を
中
山

と
し
疋
国
内
流
通
港
港
で
¥
既
に
¥
北
海
道
の

室
蘭
・
苫
小
校
間
市
と
の
聞
に
、
力
i
フ
エ
リ

i
航
謡
の
開
設
と
そ
れ
に
伴
う
船
会
社
の
決
定

に
関
る
認
司
も
無
事
裁
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

明
年
桜
の
花
ガ
咲
き
乱
れ
る
頃
に
は
¥
一
万

屯
を
超
え
る
超
大
型
の
力
フ
工
リ
i
ガ
¥
霧

簡
の
昔
を
響
か
せ
な
が
ら
、
大
洗
濯
か
ら
北
海

道
に
向
け
て
就
航
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

~つ。

ま
疋
¥
こ
れ
に
伴
な
っ
て
多
数
¥
多
量
の
人

的
物
的
な
受
流
ガ
行
な
わ
れ
¥
当
司
で
も
こ
れ

を
契
機
に
¥
別
世
紀
に
向
け
新
ら
し
い
近
代
的

な
港
湾
都
市
と
し
て
¥
整
備
ガ
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

来
年
は
私
だ
ち
の
町
大
洗
に
と
っ
て
¥
画
期

的
な
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
ガ
¥
司
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
諸
に
¥
こ
れ
を
祝
い

喜
び
を
表
す
る
た
め
の
記
念
事
業
と
し
て
¥
ポ

ー
ト
大
洗
缶
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
銘
打
つ
だ
記

会
祭
典
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
前
年

祭
と
し
て
¥
去
る

8
月
刊
・
什
・
口
巴
の

3
日

開
に
わ
た
っ
て
大
洗
サ
ン
ピ
ー
チ
野
外
ス
テ

一
ン
を
中
山
と
し
た
ビ
ー
チ
一
帝
で
盛
大
に
サ
マ

フ
工
ス
テ
イ
パ
ん
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

頼
訳
、
そ
の
模
様
を
写
棄
で
追
っ
て
毘
ま
し

だ。

&加藤j青名誉IllJ渓

オープニングセレモニ一

実行委員会会長挨拶

竹内宏大洗町長

来賓挨拶

小幡五朗

加藤清

竹内藤男

開会主主言

ボーイスカウト大洗第 1間

ボーイ隊湯浅邑糊君

カブ隊稲葉進司君

県立大洗高校吹奏楽部 演奏

水戸短大附属高校Big&Big演奏

荒磯太鼓

スウイングインフォメーション

演奏

*Jf.了

(代)

名誉町民

" 
県知事

15: 30 

17: 00 

18: 30 

19: 30 

&小幡五朗名誉町民 &竹内宏大洗町長

唱すブロ歌手を加えて演奏する

水戸短大附属高校Big&Big

鰍欄襲撃j

ムボーイ隊湯浅長問君
カブ隊稲葉進需者

恥
V

豪
快
な
荒
磯
太
鼓
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処
熱
心
に
聴
き
い
る
聴
衆
の
皆
さ
ん

4匙察名正1専コンサー卜

V 夜空を彩る花火

b 

〔第

2
日〕

8
丹
日
日
出

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏

(
水
戸
短
大
附
属
高
校
地
&
地
)

実
行
委
員
会
々
長
挨
拶

来
名
正
博
コ
ン
サ

i
ト

花
火
打
上
げ

終

了

〔第

3
白〕

8
月
門
出
回
倒

サ
i
フ
ィ
ン
大
会

(
前
原
下
海
岸
)

ウ
イ
ン
ド
サ

i
フ
ィ
ン
大
会

(
大
洗
サ
ン
ビ

i
チ
海
岸
)

ミ
ス
ポ

l
ト
大
洗
コ
ン
テ
ス
ト

(
大
洗
サ
ン
ピ

i
チ
野
外
ス
テ

ー
ジ
)

実
行
委
員
会
々
長
挨
拶

ミ
ス
ポ

l
ト
大
洗
審
査

表
彰
式

閉
会
式
閉
会
宣
言

菅
原
弥
大
洗
町
議
会
議
長

際
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
審
査
風
景

ゐ熱演の楽名iE博

惨
ス
タ
ー
ト
直
前
の
ウ
イ
ン
ド
サ

i
フ
ィ
ン

&人気を呼んだミスポート大洗コンテスト&栄冠を獲得したミスと準ミス

&ミスポート大洗の黒沢好(23)さん
ミスコンテストに集った観衆品』

唱密室蘭・ a小牧両市長のメッセージ奇投下する
セスナ機

為闘闘d

V 海上を快走するウインドサーフィン

室
関
の
観
光
と

物
産
展
を
開
催

円
出
品
蘭
・
大
洗
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
認
可
を

記
念
し
て
、
去
る
8
月
日
・
ロ
臼
の
商
目
、
室

蘭
の
観
光
と
物
産
展
が
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
午
前
9
時
か
ら

の
開
館
に
先
立
ち
、
岩
田
弘
志
室
蘭
市
長
・

竹
内
宏
町
長
等
関
係
者
の
テ

i
プ
カ
ッ
ト
が

行
な
わ
れ
、
物
産
部
売
会
で
は
、
つ
め
か
け

た
町
民
の
皆
さ
ん
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

ふ技を競うサーファー



子
ど
も
連
大
喜
び

母
と
子
の
料
理
教
室

F討

昭和59年9月1日

大
洗
町
に

県
環
境
美
化
推
進
員

設
置
さ
れ
る

1 
一
金
壱
百
万
円
也

大
洗
町
大
賀
町
二
八
一

小
野
瀬
菜
作
殿

去
る
8
月
7
日
附
母
と
子
日
組
か
参

加
し
て
、
中
央
公
民
館
謂
理
一
実
習
室
で

町
衛
生
課
、
玉
催
に
よ
る
母
と
子
の
料
理

教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
笈
休
み
中
、
子
供
達
が

母
親
と
料
理
作
り
に
親
し
む
機
会
を
通

し
て
、
子
供
の
頃
か
ら
の
食
生
活
の
大

切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
食
生
活

改
善
推
進
員
(
健
康
お
ば
さ
ん
)
の
皆

さ
ん
の
お
手
伝
い
に
よ
り
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

当
日
は
栄
養
士
の
先
生
の
指
導
の
も

と
オ
ム
レ
ツ
固
コ

l
ン
ク
リ

i
ム
ス

ー
プ
・
フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
母
と
子
で
一
生
懸
命
取
組
み

正
午
頃
に
は
色
と
り
ど
り
の
料
理
が
テ

ー
ブ
ル
に
並
び
、
お
な
か
の
す
い
た
子

供
達
は
大
喜
び
し
い
な
が
ら
食
事
の
時
間

が
待
ち
ど
お
し
い
か
の
よ
う
に
、
早
速

自
分
で
作
っ
た
料
理
に
し
た
つ
づ
み
を

う
っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
達
も
t

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ズ
ク
ラ
ブ
(
高
木
一
郎
会
長
・
会
員
位

名
)
大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
(
関
野

ま
さ
え
会
長
・
会
員
お
名
)
の
両
ク
ラ

ブ
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

両
ク
ラ
ブ
は
今
ま
で
に
東
光
台
か
ら

鳥
居
前
ま
で
の
ク
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に

椿
、
サ
ツ
キ
、
八
重
桜
を
植
樹
し
、
花

の
咲
く
時
期
に
は
、
町
を
訪
れ
る
観
光

客
や
町
民
の
日
を
十
分
に
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
大
洗
町
空
き
缶
自
収
に
関

す
る
条
例
施
行
に
と
も
な
い
、
両
ク
ラ

ブ
員
の
協
力
に
よ
り
、
グ
リ

i
ン
ベ
ル

ト
附
近
に
心
な
い
人
達
に
よ
り
投
げ
捨

て
ら
れ
た
空
き
缶
の
回
収
を
し
、
こ
の

ほ
か
、
両
ク
ラ
ブ
で
植
樹
し
た
、
木
々

の
管
理
作
業
に
善
意
の
汗
を
流
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
に
お
い
て
は
、
特
に
空
き
缶

の
散
乱
防
止
を
図
る
必
要
の
あ
る
地
域

に
環
境
美
化
推
進
員
を
設
置
し
、
各
市

町
村
一
区
域
内
の
空
き
缶
散
乱
防
止
活

動
、
回
収
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
行
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
知
事
が
次

の
方
々
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

推
進
異
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

磯
浜
町
一
四
九

磯
浜
町
八

O
九
O

磯
浜
町
五
九
五

磯
浜
町
二
五
七
九
1

ニ
八

大
賞
町
八
七

i
一

大
賞
町
一

O
一一一

大
賞
町
一
二

O
コ一
ia
五

神
山
町
一
二
百
七

成
印
刷
町
二
六
一
一
一
八

磯
浜
町
二
四
一
四
二

去
る
8
月
1
日
制
午
前
5
時
よ
り
東

光
台
か
ら
大
洗
神
社
に
か
け
て
の
空
き

缶
回
収
と
道
路
清
掃
が
大
洗
ラ
イ
オ
ン

大
洗
町
振
興
資
金
の
一
部
と
し

て
町
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
会
壱
拾
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
一

O
一ニ六

鈴

木

浩

殿

社
会
福
祉
費
の
一
部
と
し
て
町

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

白

田

郎

梶
田
尾
登
喜
子

後
藤
進
一

雨
沢
久
夫

鈴
木
克
衛

海
老
沢
好
一

関
根
保
男

高
須
恨
夫

大

井

恒

禰

山
崎
好
雄

一
バ
ケ
ツ

55 
佃

東
宏
会
会
長

鴨
川
一
成
殿

町
営
墓
地
の
備
え
付
墓
参
用
バ

ケ
ツ
を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
で
娠
わ
い
、
子
供
達
の
プ
レ

ー
に
熱
い
声
援
を
お
く
つ
て
お
り
ま
し

た。
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

弘、

疲
れ
易
い
、
だ
る
い
、
食
欲
が
無

い
、
酒
が
の
め
な
く
な
っ
た
、
二
日

酔
い
を
す
る
な
ど
、
危
険
信
号
が
出

た
ら
、
す
ぐ
検
査
を
す
る
必
婆
が
あ

る。
医
学
が
進
歩
し
た
の
で
、

g
T
く
発

見
す
る
と
悪
く
な
る
の
を
防
ぐ
事
が

出
来
る
。
一
番
困
る
の
は
、
食
道
の

静
脈
矯
の
破
裂
で
お
こ
る
大
出
血

と
、
腹
に
水
の
た
ま
る
事
で
あ
る
。

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
)

⑫ 

ら

暮
ら
し
の
記
銀
で
生
き
る
政
策

家
計
簿
は
明
る
い
暮
ら
し
の
き
そ
づ
く
り

家
針
簿
は
留
と
我
ガ
家
の
み
ち
し
る
べ

日干

自璽

都
武

夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
、
体
力
の
向

上
と
正
し
い
泳
家
方
の
指
導
を
目
的
に

大
洗
府
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
水

あ

泳
教
室
が
7
月
泊
、
弘
、
お
、
初
日
の

4
8
関
町
営
プ
!
ル
を
利
用
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
府
内
の
小
学
校
5
、
6

年
生
を
対
象
に
希
望
者
を
つ
の
り
、
こ

れ
に
努
・
女
四
名
の
児
童
が
参
加
し
て

開
か
れ
た
も
の
で
す
。

水
泳
教
室
は
町
体
育
指
導
委
員
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
で
、
一
回
目
は
ク
ロ
vets

ル
、
二
日
目
平
泳
、
三
日
目
背
泳
、
四

日
目
は
ま
と
め
と
泳
ぎ
の
基
礎
か
ら
初

め
ら
れ
、
最
終
日
に
は
プ

l
ル
横
巾
の

却
訟
を
全
員
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
、

4
臼
間
元
気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

子
供
達
に
と
っ
て
楽
し
い
夏
休
み
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ザ
!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
i
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー

か
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O

一
金
三
万
五
千
円
也

わ
ん
さ
会
代
表
団
崎
誠
殿

o
一
金
二
万
円
也

土
浦
市
東
中
貫
一
の
三

カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
グ
ル
ー
プ
殿

o
一
金
一
一
一
万
五
千
円
也

こ
の
頃
、
こ
の
病
気
で
亡
く
な
る

人
が
目
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
若
い

人
に
多
い
。
原
閣
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
も
の
と
、
ウ
ィ

i
ル
ス
肝
炎

に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
。

病
気
は
字
に
書
い
て
あ
る
ヰ
つ
に
、

肝
臓
が
硬
く
な
っ
て
縮
ん
で
し
ま
う

病
気
で
あ
る
。
慢
性
の
病
気
な
の

で
、
自
分
で
気
が
つ
く
事
が
返
く
な

る。
肝
識
は
大
き
な
臓
器
で
あ
る
し
、

依
復
す
る
カ
も
強
い
の
だ
が
、
そ
れ

で
も
あ
ま
り
に
無
理
が
続
く
と
元
に

も
ど
り
難
く
な
る
。

お

全
国
消
費
実
態
調
査

昭
和
五
十
九
年
九
月
、
十
月
、
十
一
月

議皆

れ
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え

ヤ
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
せ
先

大
洗
町
役
場
企
関
室

電
話
制
5
1
1
1
・
内
線
担
番

来
る
9
月
か
ら
日
月
ま
で
の
3
ヵ
月

間
に
わ
た
り
、
昭
和
田
年
全
国
消
費
実

態
調
変
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
調
査
内
容
が
多
岐
に
わ

た
り
、
期
間
も
長
い
統
計
調
変
で
す
が

国
の
経
済
・
社
会
・
福
祉
政

策
等
、
国
民
生
活
に
密
着
し

た
行
政
の
資
料
と
し
て
使
わ

れ
る
震
要
な
デ
l
タ
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。
調
査
員
が

訪
問
し
た
際
に
は
御
協
力
下

さ
る
よ
う
お
顕
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
調
査
さ
れ
た
内

容
は
、
統
計
を
つ
く
る
た
め

だ
け
に
使
用
さ
れ
、
個
人
や

世
帝
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら

品
仁I1(@@
d噛同《工予

選誌φむ
全国消費実態調査

大
扇
会
代
表
オ
回
一
郎
殿

o
一
金
四
万
六
千
四
百
九
十
七
円
也

セ
i
フ
テ
イ
ク
ラ
ブ

、、、f
l
a
t

テ
ィ
ン
グ
関
東
茨
城
県
大
会
殿

い
か
し
、
老
人
福
祉
、
身
体
樟
害
者
福

祉
、
母
子
家
庭
の
福
祉
、
交
通
遺
児

家
庭
の
福
祉
な
ど
地
域
福
祉
活
動
の
推

進
を
は
か
り
、
「
豊
一
か
で
住
み
よ
い
」

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
よ
る
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

善
意
の
審
鰭

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、

昭
和
白
年
6
月
以
降
次
の
寄
階
が
ょ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

寄
附
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
寄
附
の
ご
趣
旨
を
生

O

一
金
五
千
円
也

大
洗
軒
磯
浜
町
九
八
一
番
地

高
崎
恒
夫
殿

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
善
意
と
、
「
ま
ご
こ
ろ
」
を

運

監

は
気
く
ば
り

(3)第153号

く
ば
り

思

い

や

り
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伺

i
2
9
9
1

武
蔵
野
曹
楽
大
尚
子
宮
本
i
ケ

。

-

決

ま

る ト

指
弾
演
奏
曲

ン
ト
ニ
ン
@
キ
ュ

i
ネ
ル

⑧
ワ
グ
ナ

l
「ロ

i
エ
ン
、
グ
リ
ー
ン
」

繭
噛
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
(
皇
帝
)
」

⑧
ス
ネ
タ
ナ
「
モ
ル
デ
ウ
」

@
そ
の
他

日

時

昭

和

田

年

刊

月

7
8
(
臼

)

午

後

2
時
間
演

場

所

大

洗

文

化

セ

ン

タ

ー

大

ホ

l
ル

入

場

券

一

般

1
、
8
0
0
円
・
会
員
1
、
5
0
0
円
(
自
由
席
)

入
場
券
発
売
所

。
大
洗
町
教
育
委
員
会

。
一
二
容
薬
品
(
化
粧
品
)

催

大

洗

軒

音

楽

協

会

援

武

蔵

野

音

楽

大

学

同

窓

会

大
洗
町
教
育
委
員
会

後主

茨
城
支
部

茨
域
職
業
訓
鱗
癌学

募
集
科
・
定
員
(
各
科
加
名
田
刀
・
女
)

生
産
機
械
科
・
電
気
科
・
自
動
車
科
・
無
線
技
術
科
・
原
子
力
科

応
募
資
格

。
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
昭
和

ω年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方

。
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
カ
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

修
業
年
隈

2
ヶ
年
(
昼
間
課
程
)

願
書
受
付
昭
和
田
年
ロ
月
口
臼
(
月
)
1
昭
和
印
年
1
月
刊
日
(
水
)

試

験

日

昭

和

的

年

1
月
初
日
(
水
)

そ
の
他
入
学
金
無
、
奨
学
金
制
度
有

※
募
集
要
項
等
詳
細
は
、
茨
城
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
学
生
課

一
T
m
水
戸
市
水
府
町
制

1
4

T
E
L
 

学
校
集附川口

0
2
9
2
幼

6
6
0
6

(
 

電
話
時
か
ら
の
お
知
ら
せ

ー
、
こ
れ
か
ら
は
み
ど
り
の
公
衆
電
話

間
円
・
叩
円
の
他
に
、
ヵ

i
ド
も
利
用
で
き
る
、
み
ど
り
色
の
カ

i
ド
公

衆
電
話
は
、
茨
城
県
内
に
、
現
在
日
台
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

国
際
科
学
技
術
博
覧
会
の
開
催
、
大
洗
港
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航
に
伴
い
引
き

続
き
増
設
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
大
洗
町
に
は
、
電
話
局
前
と
デ
!
リ

l
ス
ト
ア
前
に
設
遣
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航
時
に
向
け
、
増
設
の
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

2
、
電
話
帳
を
も
う
一
度
お
確
め
下
谷
い

電
々
公
社
は
正
確
な
電
話
帳
の
作
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

印
年
2
月
に
新
し
い
篭
話
帳
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
。
名
前
が
違
う
の

で
直
し
た
い
O
名
儀
を
変
、
え
た
い
O
違
う
名
前
で
載
せ
た
い
等
、
ご
希
望
の

方
は
、

9
丹
市
?
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
大
洗
電
報
電
話
局

昭和59年9月1a 

法律(登記・供託@訴訟等)無料相談
〔お気軽にこ相談下さい〕

日 時 10Fl 1 8伺) 法の 8 (受付・午前日時から午後 3時まで)
場所茨城県労働福祉会館(H皆3号室) 水戸市梅香 2 1 -39 

笥話による格談

茨城司法書士会

相談事項

。不動産の登記関係

0建物の保存登記 o売翼の登記
o贈与の登記 0抵当権設定
。会社その他法人登記関係(商業登記)

0設立の設記 o役員変更の登設 o増資の登記
。会社合併の登記

。裁判所への申立関係

。支払命令 0調停 0訴状 o仮差押
o家庭裁判所の言問停または審判
。供託関係

0:1也代・家賃の供託

。検察庁への申立関係

0犯罪の告訴・告発などの書類作成

主催茨城王司法書士会 後援

o競売

。営業保証の供託・裁判の保証供託

o相続の登記

o仮処分

0292-25-0111(代)

茨
城
県
立
水
戸
高
等
技
能
専
門
校

生

徒

募

集

昭
和
印
年
度
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
生
徒
を
下
記
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
、
ょ
っ
と
す
る
若
人
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

就
職
す
る
と
き
有
利
で
す
。

ー
、
募
集
案
内

浪IJ 建

妻君権者多

自 電

動 キ斗
骨量 子

主拝

事
整
機
名

務 王蓋 築
備さロき又IL 
f庸 器

20 20 10 30 30 30 
r苅員よ三ー，

11 " " " " 
1 
期間

年

春5召日
バ~ι 

59 
主手

付
10 10 
月 Fl 期
31 l 
日 臼

間
7.1<. 月

2
、
応
募
資
格

高
校
卒
(
見
込
み
含
む
)
以
上
の
者

。
く
わ
し
く
は
当
校
ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

守
山
水
戸
市
一
万
吉
田
町
一
里
塚
1
8
7
2

官

0
2
9
2
同
5
5
0
0
・
5
6
1
5

日本司法書士会連合会

あなたの世帯で

o出生 a 死亡(死亡は 7巴以内)

o転入舗転出 a 住所の異動

。社会保険iこ加入、脱退などが

あったときは、

日日以内lニ窟出をお忘れな〈

大洗文化センタ-9月分符事予定表
~ 
全ヨri均毒事催開催場所名事イ豊開始時間開催沼

平和への熱い願いをこめて笑いと涙の感動

一般を対象にダンス議溜笑技を行なう

ノレ

ワハ サル主主

ホアニメーション峡翻「はだしのゲン」

，、』
z 習講スンダ

守aで

ニ入全土

13: 00-

18: 00-

9月86仕)

9月11お('k)
9 Jl25日ω
9月13，14，
15， 16日

/ 
日用雑貨品展示級売会大会議室日用雑貨品展示販売会9 : 00-

大洗町が敬老者を祝うjレホdさh
zス老敬町j先大9 : 00-9月14日倒

(59.7月現在)大洗における交通事故の発生状況
9月16日(臼)
9月28日働

コールきざなみ会員によるコーラス練習会リハーサル室習練スフコ
18: 00-
10 : 00- 数j成増前年向期年本

ム1(ム 6)6 (48) 5 (42) 発生件数
自動車運転免許所有者で更新のための講習会大会議室運転免許証更新特講習会9 : 00-9月19日附

ル
議
室レ

吋
議
J

刑

問
会
一ノ

ホ
大
リ

9月21日倒
9月22日(土)

ム1(ム 5)1 ( 5) o ( 0) 数者% 
ノ¥
E 大期定茨城県労働総合連盟第41回定期大会9 : 00-

1 (ム12)7 (64) 8 (52) 負傷者数電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ大会議室料理教室
、守

ン
、
ノレ電子13 : 00-9月256(刈

※( )内は累計を示す。

“毎月司自は突通安全の日" “あな定ガ築<主主通安全"
大洗高校吹奏楽部による演奏会

ホール

(ステージ携備)
第 10回大洗高校定期演奏会9 : 00-9月29日出

9 Jl30日(6)

10 10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 自 9 月

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / 
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事
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機能訓復白

9 7 ムノ、
機能
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一

県

離

だ

「
軽
油
引
取
税
」
は
皆
さ
ん
が
軽
油
を
購
入
し
た
と
き
支
払
う
代
金
に
1
リ

ッ
ト
ル
当
り
、
出
向
却
銭
の
軽
油
引
取
税
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
財
源
は
、
道
路
を
良
く
す
る
費
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

軽
油
専
用
の
内
燃
機
関
を
有
す
る
自
動
車
に
軽
油
以
外
の
泊
(
例
え
ば
、
灯

油
、
重
油
等
)
又
は
軽
油
に
、
こ
れ
ら
の
池
を
混
和
し
、
販
売
、
使
用
し
ま
す

と
、
脱
税
し
た
こ
と
に
よ
り
税
の
追
徴
を
さ
れ
二
重
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

混
和
軽
油
の
発
見
に
つ
い
て
は
、
路
上
、
又
は
作
業
場
等
で
燃
料
タ
ン
ク
か

ら
採
取
分
析
し
脱
税
防
止
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
方
が
こ
の
混
和
軽

油
の
販
売
使
用
者
等
を
知
っ
た
方
は
、
当
開
閉
税
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

水
一
戸
県
税
事
務
所
相

0
2
9
2
制

8
1
1
1
・
内
線
5
5
2
0

円
訪
問
内
向
田
日
賦

J
獄
品
識
の
由
L

正
し
く
理
解

正
し
く
利
需

救
態
璽
療
週
間

ハ
訪
問

9
日
f
J
n
盟
関
何
日


